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原爆死から平和責任へー被爆体験の思想化の試み

























































第 1節 被爆体験の思想化 (1)-R.｣.リフトン
リフトンの有名なヒロシマ研究 『生命の中の死一広島の生存者』(Lifton,1967)は,正確


















































第 2節 被爆体験の思想化 (2)一石田忠












































































































































私は ｢原爆地獄｣を ｢人間的であること｣(tostayhuman)と ｢生きのびること｣(tostay
alive)とが両立しない状況である,と定義した (高橋,1994)｡善人が天逝し,罪なきも
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A く平和責任 )を含む平和の新しい概念
1)(平和への存在 )





















ここに, 私は否定的 (negative)なものを肯定的 (positive)なものへ転換する創造的な































































と ｢戦後責任｣ の区別を採用したい (大沼,1987:211)｡しかし,私が若い世代に提起す
るのは,｢戦後責任｣でもない｡私は若い世代にこう提起する｡私事に触れて恐縮であるが,






























































一句変わることなしに,警察予備隊の創設 (1950年 7月8日),保安隊への改組 (1952
年 10月 15日)から自衛隊の発足へ (1954年 7月 1日),PKO協力法にもとづく自衛
隊のカンボジア派遣 (1992年 9月 17日)からイラク ･サマーワへの自衛隊の派遣 ･駐
留 (2003年 12月26日以降)へと現実は進行･している｡そして,さきに発表された自
民党の ｢新憲法草案｣(2005年 10月28日)のように,憲法 9条の改正 (9条 1項は維


































































































(第 3節 2)は ｢被爆体験の思想化｣の科学的営みに当たる｡暴力死,政治死,非常死,
過剰殺教,原爆地獄,等々のどれ一つを取り上げてみても,それらは被爆者が体験した事




























(5) 一人が平均二人の子どもをもつとして,単純計算すると,あと11世代 (約 330年)
で,61億 4400万人に達する｡この数字は,現在の地球人ロ,約 62億人に匹敵する｡
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